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○伏見市長 それでは、定刻となりましたので、ただいまから令和４年度第２回総合教育会議を開

会いたします。 

  総合教育会議は、教育委員会と私が直接意見を交換できる貴重な機会でございますので、有意

義な協議の場になるよう、進めていきたいと思います。 

  今回は、いじめ重大事態について意見交換をするため、開催することといたしました。いじめ

重大事態については、いじめ防止対策推進法が施行された平成２６年度以降、これまで８件の発

生報告を受けており、この８件のうち５件が令和４年度ということです。これについて、発生し

たのはもっと以前であったということなのですが、重大事態の認定がこの４年度になっていると

いうことで、こういったことは、ゆゆしき事態であると考えています。 

  また、令和２年８月に市立中学校で発生しましたいじめについて、令和３年６月３日に重大事

態として認知し、本年３月20日、今週の月曜日に報告がありましたが、発生からおおよそ３年も

要しておりまして、教育委員会や学校の対応にはスピード感が欠けていると強く認識するところ

であります。その事案の概要につきましては、後ほど報告をいただくことにします。 

  本市では、不登校児童生徒も大幅に増加する中、今年度報告のありました重大事態の多くが欠

席日数について３０日程度経過したことをもって重大事態となっており、もっと早く対処できた

のではないかと思われる案件がございました。つらい思いをしている児童生徒が、長期的にそう

いう状態というのがこの報告からもくみ取れるわけで、速やかに防止措置をとる必要があるので

はないかと考えています。 

  今回の事案も含めまして、早期のいじめ防止措置や未然防止の取り組みなどについて、本日は

意見交換をしたいと考えています。教育委員会の皆様から忌憚のないご意見をいただきまして、

私と教育委員会が一定の方向性、共通認識を持って早期のいじめ防止措置や未然防止に取り組ん

でいきたいと考えていますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

  それではまず、今回のいじめ重大事態の課題と再発防止策のポイントについて、教育委員会事

務局から説明をお願いします。 

○位田学校教育部長 失礼いたします。まず、このたびの重大事態についてご説明をいたします。 

  なお、報告書の概要公表版につきまして、本日お示しをしながらご説明する予定でしたが、現

時点で被害生徒、保護者の方の了承がとれておりませんことから、口頭でのご説明とさせていた

だきます。 

  本事案の概要といたしましては、令和２年８月から部活動内で、当時１年生の被害生徒が同部

に所属する部員から嫌なことを言われたり、練習中に仲間外れにされるなどのいじめを受けてい

たとの訴えがございました。その後、被害生徒は一時登校できなくなりましたが、中学校が関係

生徒及び保護者への聴き取り、指導等を行い、年度の替わった令和３年４月からは登校ができる

ようになりました。 

  しかし、その後の被害生徒の部活動復帰に向けた関係生徒との話し合いの中で、被害生徒が傷

心し、再び登校することができなくなり、被害生徒保護者は学校の対応にも不安を持たれ、市教

委へ相談をされました。 

  市教委は、令和３年６月３日、本事案をいじめ防止対策推進法に規定されている重大事態とし
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て認知し、市教委主体での調査を行うこととなりました。 

  今回の調査により、本市教育委員会がいじめとして認定を行った７項目についてご説明をいた

します。 

  まず１つ目、令和２年８月頃から令和３年２月頃にかけて、部活動において日常的に無視をさ

れたり、ペアになってもらえず孤立感を感じた行為。 

  ２つ目、令和２年１学期、部活動前にトイレで関係生徒からいじわるな発言をされたと感じた

行為。 

  ３つ目、関係生徒が被害生徒を省いて他の生徒を遊びに誘った行為。 

  ４つ目、関係生徒から、被害生徒のけがをしている足の爪を見せてくれなければ、けがである

ことを信じないと言われた行為。 

  ５つ目、複数の関係生徒がSNSのアイコンに被害生徒を除く関係生徒の写真を掲載した行為。 

  ６つ目、令和３年３月の部活動のミーティングにおいて、被害生徒の発言について関係生徒か

ら責められたと感じた行為。 

  ７つ目、令和３年５月、被害生徒が部活動復帰に向けた関係生徒の話し合いのなかで、関係生

徒から厳しい言葉を言われ、学校に行けないと感じた行為。 

  以上、７つの項目についていじめ認定をしております。 

  続きまして、本事案で明らかになった中学校及び枚方市教育委員会の対応と課題について、ご

説明をいたします。 

  まず、本事案における中学校の対応と問題点についてですが、１つ目として、被害生徒が不安

を訴えてきた時点で、問題を軽視することなく、解決に向けて学校全体で組織的に対応する必要

がありましたが、いじめ防止対策委員会の開催など、学校いじめ防止基本方針に基づく対応を行

っていなかったこと。 

  ２つ目として、小学校からの引継ぎや、被害生徒保護者からの話の中で配慮を要することは認

識していたが、学校組織全体での共有はされておらず、その具体的な配慮の在り方や支援の方向

性の共有もされていなかったこと。 

  ３つ目として、被害生徒のアンケートから、被害生徒による何かしらの不安を訴える回答が見

受けられたが、被害生徒による各個別の設問の回答や前回の回答からの変化に着目した取り組み

はされておらず、支援領域に達しない回答への対応について決まりが定められていなかったこと。 

  ４つ目として、教職員がいじめの事案を認知した際に、中学校が定めている報告様式を利用し、

生徒支援部の教員や管理職等に報告し、速やかに情報共有をする必要があったことなどを上げて

おります。 

  続きまして、本事案における教育委員会の対応と問題点についてご説明いたします。 

  １つ目として、本調査を進めるうちに、学校の対応やいじめに対する対処方針の方向性が明確

になっていないことや、事実行為の確認に不明確な点が多いこと、また学校の対応経過について

整理した記録がないことが明らかになってきたことから、当初の報告時点からこれらの点につい

て確認し、必要な措置を講じることを指示すべきであったこと。 

  ２つ目として、スクールカウンセラーの活用に当たっては、事案における情報から事案の見立
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てを行うことで、被害生徒及び関係生徒への支援の方向性につなげることができるしくみである

が、そういった観点での活用を促す助言が不足していたこと。 

  ３つ目として、本事案として詳細を確認した上で、積極的にスクールロイヤーへの相談を促し、

事案の整理をすることで適切な支援につなげるべきであったことなどとしております。 

最後に、再発防止策についてです。 

  いじめは、どの学校にも、どのクラスにも、どの子どもにも起こり得ること、いじめの対応に

当たっては、行為自体の問題性の軽重だけで判断するのではなく、それらがもたらす心身の苦痛

を見据えて取り組むこと。児童生徒のささいな変化に気づいたり、児童生徒のトラブル等を発見

したりしたときは、学校いじめ防止基本方針にのっとった対応をするなど、いじめに対する理解

を本市全体で深めていくことがいじめの早期発見や早期対応につながると考えております。 

  市教委は、本市のスクールロイヤーによるいじめに係る研修を定期的に実施し、また中学校に

おけるいじめの組織的な対応については生徒指導主事が中心となることが多いことから、毎月開

催されている生徒指導連絡会においても、いじめ理解に係る研修等を取り上げていくこととしま

す。 

  また、適切ないじめの対応について、１つ目として、学校におけるいじめの組織的対応として、

市教委は学校に対し、教職員がいじめを認知した際にすぐに校内いじめ対策組織で情報を共有し、

組織としていじめ及びいじめの疑いの有無を判断し、組織的な対応を行うよう再度周知するとと

もに、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーなどの専門家を活用し、適切なアセ

スメントに基づいた対応を行うよう指導助言をすること。 

  ２つ目としましては、市教委は学校からのいじめの報告を受けたときは、当該学校に対し、迅

速かつ適切に必要な措置を講ずることを指示すること。 

  ３つ目として、市教委は学校で生起したいじめ事案に対して、各学校が適切に対処できるよう、

情報共有の在り方を踏まえた事案の聴き取りシートをはじめとしたツールを作成すること。 

  ４つ目として、市教委は学校に対して、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー

を活用し、専門家の意見も踏まえた組織的な対応を検討するとともに、必要に応じてスクールロ

イヤーによる法律相談について助言することを上げております。 

  枚方市教育委員会としましては、本いじめ事案において被害生徒及び被害生徒保護者がつらい

思いをされたこと、加えて報告書をまとめるまでに多くの時間を費やしたことから、被害生徒だ

けでなく関係する子どもたちや保護者など、多くの人々にも多大な心労をおかけし、学校及び教

育委員会事務局の対応について不適切であった部分について真摯に反省し、今後の再発防止のた

めの取り組みを行ってまいります。 

  以上、このたびの重大事態についての説明とさせていただきます。 

○伏見市長 ありがとうございました。 

  公表がありましたいじめの案件について３月20日に報告をいただきましたが、学校それから教

育委員会にもさまざま問題があったということをまとめていただいているわけです。発生してか

ら非常に長期間にわたって報告書の作成に時間が費やされました。事務局には、本当に時間をか

けて、被害生徒や保護者と協議しながら報告書をつくっていただいたと思うのですが、これが最
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終的に今の段階になって、保護者から不満というか意見書が出ておりますし、また裁判にも提訴

されています。どうして保護者の方を含めて被害者側と協議してきてつくった報告書に対して、

結局納得されていない報告書が出来上がってしまったのか。何でこういうことになるのかという

ことが非常に疑問で仕方がないんですね。 

  一方で、加害者側からも、この報告書に対する不満の意見が出ていると。この報告書は本当に

つくり方自体がこれでよかったのかなという疑問もありますが、このことについては、また改め

て、被害者の保護者の方から再調査を求める意見書が出ておりますので、私どもとしてはしっか

りと吟味して、再調査について私は必要だと思いますけれども、ただどういう根拠をもって、あ

るいはどういう調査をする必要があるかというのは、しっかりと分析して、最終決定をしたいと

思います。これは、今担当のほうにお願いしておりますので、今後結論を導き出したい、そして

その上で、教育委員会のほうにも、できるだけ速やかにご連絡をさせていただきたいと思います。 

  それから、先ほどの挨拶の中で少し誤りがありまして、訂正をさせていただきたいのですが、

法律が施行された平成２６年度以降、８件の重大事態があって、そのうちの５件が令和４年度と

いう説明をしましたが、これは誤りでして、２６年度以降に１３件ありまして、そのうちの５件

が令和４年度、１３件のうちの５件が令和４年度ということで、訂正させていただきます。申し

訳ありません。 

  それで、このたび５件のうちの１件が市長に対する報告が漏れていたということが判明しまし

た。このことについて、法律には、重大事態が発生したことについて市長には報告するというこ

とになっているのですけれども、発生してから半年以上経ってから報告がなされるというような

ことも非常に遺憾に思っておりまして、教育委員会の仕事としていろいろ問題があるんじゃない

かというふうに思っているところです。教育長、どうですか。 

（注）令和４年度のいじめ重大事態の発生件数については、３月31日に２件の発生報告が追加さ

れ、合計７件となっています。 

○尾川教育長 まず、１点目の報告書の作成の在り方につきましては、私も実際、今回のいじめ重

大事態報告書を３月１５日に確定させまして、３月１７日に被害生徒の保護者、それから被害生

徒保護者代理人にお会いして、おわびとともに報告書をお渡しさせていただきました。その際に

も、今回いただいている所見にあるとおり、報告書の作成について、被害生徒、保護者、生徒の

気持ちがしっかり書かれていないというようなお話もいただいたところです。 

  その点につきまして、報告書の記載方法が不十分だったのかというところは、事前に報告書そ

のものは、これまでも何回もお見せしてやりとりをさせていただいておりましたので、全面的に

了解ではなかったのかなというところは何とも言えないところがあります。代理人の方からは、

事前の了解をいただいており、今回の報告書は確定しております。今後同じような重大事態が発

生した場合の報告書作成方法については、在り方を検討していきたいなというふうに思っており

ます。 

それから、２点目の今回の令和４年度の５件目の重大事態についてなんですけれども、重大事

態の認知そのものの仕方が不十分であったということで、これは事務局内の問題であり、私も責

任を感じております。学校は、現在、支援教育の充実も含めて、かなり様々な業務を抱えている
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中で、十分に基礎基本といいますか、根拠に則って、いじめの話でいきますと、国のいじめ防止

対策基本方針ですとか、あるいは枚方市いじめ防止基本方針ですとか、これらに則った取り組み

というのが必要なところなんですが、そこを十分理解ができていないというようなところがあっ

たと思います。今回の５件目に関しましては、学校からの発生報告がまだ届いていないというよ

うなこともございますが、だとしても教育委員会としてそこをしっかり指導するなり、あるいは、

内容によっては教育委員会が認知して報告するということがあるべき姿だというところでありま

すので、そういった体制について見直しを図って、今後同じようなことが起きないように、しっ

かりと対処してまいりたいというふうに考えております。 

○伏見市長 非常にゆゆしき問題であり、教育委員会の運営としていろいろ問題が本当にあると思

いますので、これは本当にこれからしっかり分析して、どういう対応をしていくかというのは、

本当に考えていかなければならないというふうに思っていますので、これはまた別の機会に、さ

らに話をしていきたいと思います。 

  それでは、今日はいじめ重大事態への対応ということで、私は、特に今回の事案で思うんです

けれども、いじめが発生した時点が例えば中学校１年生で、１年生のときにいじめが起こってい

て、それで何日か休んでいるけれども、３０日に至らないということで重大事態にならない。そ

してまた２年生で継続して、２年生でも３０日休まないと重大事態になっていない。だけど、い

じめが継続しているケースなんかは、子どもにしたらずっといじめが続いている状態があって、

それで重大事態にならないからといって調査が行われずに、そのままになっているケースもある

んじゃないかなというふうに思うんですけども、いじめの兆候があった時点で、やはりしっかり

といじめを止めるようにしていく必要があると思うんですけども、今の状況ではどうなんですか

ね。いじめの重大事態というのは、平成２６年度以降１３件ということだけれども、実際に重大

事態にならないいじめの事案というのはもっとたくさん起こっていて、これはこの資料にもあり

ますけれども、これはどういう対応をされているのかなというところなんですけれども。 

○尾川教育長 一度、資料のほうの説明をさせていただけたら。 

○伏見市長 そうですね。事務局のほうから資料の説明をしていただけますか。いじめの対応のと

ころです。どれだけ起こっていて、どういう対応をされているのかということをお願いします。 

○位田学校教育部長 それでは、資料１の11ページからになりますが、いじめの現状と課題につい

てご説明をいたします。 

  12ページのグラフにつきましては、小学校のいじめの認知件数の推移を表したものです。上段

の赤い色のグラフは全校の人数、青のグラフが枚方市の小学校のいじめの認知件数を示しており、

令和３年度は1,310件と非常に多くなっておりますが、認知件数は学校が積極的にいじめに関与

した件数となるため、引き続きいじめの早期発見、積極的な認知、早期対応に取り組んでいくこ

とが重要と考えております。 

  13ページをご覧ください。こちらは中学校の認知件数です。全国、枚方市とも右肩上がりで増

加傾向にございます。 

  14ページ、令和３年度のいじめの認知につきましては、小学校では各校で学期ごとに行ういじ

めアンケートから74％を認知しており、中学校ではアンケートから30％、生徒本人からの訴えも
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約30％の割合となっております。また、小学校でよくあるいじめ事案につきましては、嫌なあだ

名で呼ばれる、ドッジボールの最中にもめて蹴られたなど、記載のとおりでございます。 

  15ページをご覧ください。中学校のいじめ事案につきましては、好きな人の名前を言われるや

避けられている気がするなど、そういうような事案が多くございます。 

  16ページをご覧ください。いじめ対応の実情について、学校現場で対応が難しい継続案件や重

大事態へ発展するリスクのある案件は、全体の２％から３％、件数で言いますと５０件ほどとな

っています。事例としましては、いじめにより不登校に至る事案、加害側からの謝罪を固辞する

事案等がございます。 

  17ページをご覧ください。いじめ事案への対応状況については、上段が令和３年度のいじめ対

応状況、下段が令和４年度となっております。解消に向けて取り組み中（３か月未満）の欄につ

きましては、いじめの事案につきましては、終結したとしてもそこから３か月を目安に見守りを

行い、再発がない場合にようやく解消となります。そのため、解消に向けて取り組み中（３か月

以上）の件数、令和３年度は42件、2.6％、令和４年度は47件、2.0％が重大事態へ発展するリス

クのあるものと捉えております。 

  18ページをご覧ください。先ほど市長のご挨拶でもございましたが、これまでの本市のいじめ

重大事態について、平成29年度から令和元年度まで２件ずつ発生しており、令和２年度、３年度

は１件ずつの発生、今年度はこれまでに５件、いじめ重大事態が発生しております。 

  主な課題の欄に※印として、重大事態認知までの遅れと赤字の記載がありますが、４番目の小

学校の事案や９番目の中学校の事案については、対象児童生徒が不登校になり、その原因が後で

いじめであったということを学校が把握するケースであり、課題と捉えております。 

  19ページをご覧ください。いじめの認知報告についてですが、現状は学校から学期末に教育委

員会に報告を受けております。 

  20ページ、現在検討中の事項としまして、学校が報告する基準として、例えば保護者からの訴

え等があったときなどを定めて、報告を求めるなどというふうに検討をしております。 

  21ページをご覧ください。こちらの図は、文部科学省の示している図となりますが、いじめの

認知の報告については、現状は上段に記載のある困難課題対応的生徒指導となっており、解決に

至るまでかなりの時間を要する点が課題と捉えております。 

  22ページですが、今後はこの図の下段に示しておりますように、発達支持的生徒指導、いわゆ

るいじめ・不登校問題行動等の未然防止により注力する必要があると考えております。 

  以上でいじめの現状と課題について、説明とさせていただきます。 

○伏見市長 ありがとうございました。 

  いじめの現状と課題について、今説明をいただきました。たくさんのいじめの認知件数がある

中で、そのうちのほんの一部、全体の２％から３％が重大事態へ発展していくリスクのある案件

ということのご説明をいただきました。 

  先ほど私からも申し上げましたが、発生から認知までにかなりの時間がかかってしまっている

と。それで重大事態になった場合には、さらにそこから報告書作成をしていくということで、も

ちろんいじめへの対応というのはこの時点ではされることになりますけれども、かなり以前の聴
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き取り調査をしたり、非常に長きにわたって児童生徒が苦しい期間を過ごさなければならないと

いうことから考えると、やはり早期の対応、いじめを早期に止めていかなければならない。それ

から、防止策をいかにとっていくかということが必要だと思います。このことにつきまして、教

育委員さんのご意見を聞かせていただきたいと思います。どなたからでも結構ですので、挙手し

ていただきまして、発言をお願いします。 

○谷元委員 失礼します。先ほど報告書の事案の概要で説明があった重大事態のことについてなん

ですけれども、枚方市の中学校で発生したいじめについては、学校、それから本市教育委員会事

務局の対応において、市長も言われましたとおり、スピーディーな対応もせずに、また不適切で

あったという点、このことを反省し、被害生徒及び保護者の方が大変つらい思いをされたことを

真摯に受け止め、今後このようなことが起きないよう教育委員会としてどのように取り組む必要

があるのかを議論し、再発防止に向けた取り組みと方策を示す必要があると考えております。 

  まず、反省を含めて、本市教育委員会事務局は、いじめ事案が発生した学校をどのように指導

し、いじめの早期解決に向けた指導ができていたのかという点について、私のほうからまず報告

を求めました。 

  報告では、学校からの報告があった当初、担当者は学校が行っていた関係生徒らによる家庭訪

問での謝罪や保護者会について、あまり経験したことのない対応であると感じていながらも、関

係生徒、保護者らの確認の上で実施していると聞いたことから、学校の対応を信用していたと報

告しています。しかしながら、本調査を進めていく上で不十分な点が複数あることが明らかにな

り、事実確認や対応の経過を当初から確認しておくことが必要であったと感じている。また、市

教育委員会事務局としても、そのような体制を整えていく必要があるというふうに報告していま

す。学校にはいじめ事案に組織的に対応するよう指導しているにもかかわらず、本市教育委員会

事務局が組織的な対応ができる体制をとれていないということが今回改めて分かりました。これ

は本当に大いに反省しなければならない点であり、教育委員会事務局も対応マニュアルの作成を

しなければならないと考え、作成に今着手しているというふうに聞いております。 

  また報告では、「調査開始後は、聴き取りとともに被害生徒及びその保護者の心情や無念さを

伝えることを重ねてきた。しかしながら、学校から具体的な再発防止策がなかなか出てこなかっ

た」と報告がありました。市教育委員会事務局も学校への指導が不十分であったことは認めてい

ますが、当該学校の校長が今回のいじめ事案に対してリーダーシップを発揮し、組織的な調査を

実施することなく、顧問や教職員に任せたことに大きな問題点があったと言えます。これは、国

が定めたいじめの重大事態の調査に関するガイドラインにも反する不適切な対応であったと言わ

ざるを得ません。また、枚方市いじめ防止基本方針や、各小中学校で策定している学校いじめ防

止基本方針に基づいた対応にもなっていない。基本方針が学校のほうで形骸化しているような、

そんな感じがしております。 

  今後このような点について、教育委員会も事務局がしっかりと体制を整えて指導助言できるよ

うにしていかなければいけないし、また教育委員会としても、このことを真摯に受け止めて、も

っとしっかりとした方策を考えていかないといけないというふうに思っております。 

  以上です。 



－ 9 － 

○伏見市長 ありがとうございました。 

  ほかにございますか。 

○近藤委員 私のほうからは、今回の事案の報告書に対しての、専門家でありますいじめ対策審議

会の所見を活かして意見を述べさせていただきます。 

  非常に明確な今回の課題、あるいは対策への指摘が審議会の所見として示されております。 

  まず、課題で言いますと、本来、いじめ情報を得た教員は、学校いじめ防止対策委員会に報告

がすぐに必要であって、それを受け学校として速やかに組織的対応を図る体制整備と具体的な対

策を実行に移す必要性があるとうたわれているのですが、組織的対応がなされていない事と校内

対策委員会が事態の深刻化まで機能せず、情報の生徒指導部への報告と共有のみにとどまってお

り、対策委員会の開催ができていないと、ここを指摘されております。 

  要約しますと、重大事態に進行しているにもかかわらず、教職員のいじめ意識が希薄であると

いう課題、教職員の資質に課題があるというのであれば、組織としてカバーできる体制確保が必

要であったと考える、というように課題をまとめていただいております。 

  私自身もこの報告書を読ませていただいた中で、初期の不適切な対応が重大事態に発展したと

いうようにも感じますし、校内組織における事案の認識への判断の甘さもあったというように感

じております。 

  次に対策については、教育委員会としてチェックできる可能性を広げておくことが大切である、

というのがまずは大きな見出しでございます。その中で、おおむね２点に集約されております。 

  まず、学校でのいじめ、もしくはそれにつながりかねない問題行動等は、日常的に生起してお

り、それについて初期対応で解決に導く必要があるにもかかわらず、できていない学校が多いの

も実情であるということがうたわれておりまして、審議会の所見を活用させていただくならば、

なぜできていないかについて、学校の実態をよく掴み、阻んでいる要因は何か、なぜ対策を講ず

ることができていないかについて分析し、克服する手立てを具体に示すとともに、それを補完す

るものとして教育委員会のチェック機能があるということを書いてございます。 

  これは２つございまして、１つは、個人のアンテナ、あるいは個人の資質に頼らないシステム

づくりを勧めておられます。再発防止としては、非常に効果的ではないかということを言ってお

られます。具体的には、報告を求める明確な基準をまずは示すこと、そして、チェックシートと

言われるようなものをつくって、事態を客観的に見ることができるというものをつくってはいか

がということを書いておられます。一方で、学校の多忙化ということを含め、今回は指導するほ

うの教育委員会の中の多忙化、業務量を鑑みて、業務のバランスをよく考えた上で、実効性のあ

る情報収集が必要ということも示しておられました。 

  もう１つは、教職員のいじめの意識の希薄の課題も指摘されております。これにおいては、先

ほど谷元委員からも、そういった勉強をするというようなこともありましたけれども、教職員研

修等でも、形を２つ示しておられて、シミュレーション型であるとか、ワークショップ型という

ようなことも示しておられます。いじめ調査の計画的実施と分析を通して、感性も磨くというこ

とが必要なのかなというふうに思います。これが引き続き継続していくならば、いじめ防止基本

方針の形骸化を予防する効果になるのかなというふうに考えております。 
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  あと、審議会の提案で１つございましたのが、市内の各校のいじめ対策委員会としての取組内

容等について、管理職、いわゆるそれを束ねる、統括する、指示を出す者同士が情報交換をし、

工夫改善のアイデアを出し合う等の話し合いの機会を持つことで、学校のいじめの認知力や危機

管理意識の向上にも繋がることも考えられるというふうなことも書いてございました。 

それともう１点、今回、ＳＳＷやＳＣという専門家のさらなる活用ということも指摘されてお

りまして、この案件につきましては、当市は、スクールカウンセラー、あるいはスクールソーシ

ャルワーカー、スクールロイヤー等の支援の体制が構築されているにもかかわらず、専門家の介

入支援が見えてこないということも指摘されております。ポイントとしては、この事案では専門

家にどのタイミングで介入支援してもらうのか、あるいは委員会の早期の介入にて専門家とつな

げる役割を果たすべきであったのではないかというようなことも感じております。指導主事の人

的な不足もあり、対応することができず、支援体制を使い切れていないのではないか、というこ

とも読み取れてきました。教育的なアプローチの限界を含めて、体制の強化の絶対的な必要性を

感じているところです。 

  以上です。 

○伏見市長 ありがとうございました。 

  今お二人の委員からご意見いただきましたけども、いじめ対策の基本方針、それから対応マニ

ュアルをつくる必要があるとか、やはりルール化、法律等はしっかり整備されているところです

けれども、それを活用していないとか、認識していないとか、それから、組織として対応ができ

ていないということのご指摘であるかなというふうに認識しておりまして、法令の認知、それか

らルールづくりですね、こういうところは必要なのかなということが、お二方のご意見からそう

いうふうに私も感じたところです。 

  それでは、その他、どうでしょうか。 

○中西委員 私からの意見を述べさせてもらいます。いじめの未然防止も必要だと思いますが、い

じめはなくなりません。もちろんだめだと分かっていながら、いじめてしまう加害者がいるのも

事実です。近年、いじめも多様化しているように感じます。いじめられたことは一生心に残りま

す。 

  私のいじめられたときの体験談を話させていただくと、中学の頃、陰口を言われるようになり

ました。私に聞こえるような大きな声の陰口だったんですけれど、仲のよかった友達から突然の

陰口につらくなって、うそをついて学校を休んだ日もありました。次第におかしいと思った母親

に聞かれ、本当のことを話したところ、母親が先生に伝えてくれました。先生もその生徒たちと

私は仲がよかったと思っていたようで、先生はびっくりしていたようですが、その子たちと２年、

３年生と同じクラスになることはなく、とても楽しい中学校生活を送れました。今となっては、

早急に対応していただいたんだと思っています。私は、水泳で見返してやるという強い気持ちを

持つことができたきっかけになったんですけれど、たまたま夢中になれることがあって助かりま

したが、そうでない人たちもたくさんいます。でも、学校は長時間過ごす場所です。今回のこと

をきっかけに部活動地域移行を積極的に進めてもらいたいです。 

  いじめは、起きたときにどう対処できるかにかかっています。些細なことでもいち早くほかの
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先生方と共有し、見てもらえる目の数を増やすことが必要だと思っています。起こったことに早

急に対応すること、被害の子に寄り添った心のケア、いじめた側の児童生徒の聴き取りや指導、

対応は多岐にわたりますが、被害も加害も拡大させないためには必要です。今回のことでも、そ

れ以外のことでも、いじめ一件一件の再発防止が大事です。二度と繰り返すことのないように、

子どもたちが安心して過ごせる学校であってもらいたいと願っています。 

  以上です。 

○伏見市長 体験談を交えてのご意見、ありがとうございました。やはり早く対処、対処というか、

被害の子どもたちに対して、できるだけ早く対応していかなければならないということだと思い

ます。ありがとうございました。 

○橋野委員 私からは、いじめや不登校の問題をＰＴＡや保護者、地域の力を借りて、学校外から

のアプローチによるいじめ防止対策に取り組むことで、いじめの長期化防止、重大事態の対処の

適切化を図っていけるのではないかと思っています。 

  本年１月23日に北河内地区教育委員会委員研修会でコミュニティスクールの講義と、守口市の

さつき学園でのコミュニティスクールの活動をお聞きしました。地域のボランティアさんが学校

で九九の聞き取りを一緒にするなどのお手伝いをされていました。学校に先生以外の大人の目が

たくさんある環境は、いじめや不登校の問題を少しでも和らげるのではないかと思っています。 

  個人情報のこともあるので難しいことも多いと思いますが、いじめや不登校の状況を共有し、

熟議していただくことで、少しでもしんどい思いをしている子どもたちが学校に行きやすい環境

になれればと思っております。 

  配慮の必要な児童生徒の支援としましては、本当に一人一人違うので、支援学級担任、教員が

その子を理解し対応していただくことで、上からの指導ではなく冷静に諭す指導、ソーシャルス

キルを身につけ、社会に出たときに困ることがないよう指導してあげてほしいと思います。 

  以上です。 

○伏見市長 ありがとうございました。先生以外の目も、やっぱり子どもたちを見守る目が必要だ

ということだと思います。ありがとうございました。 

  それでは、教育長、どうですか。 

○尾川教育長 ありがとうございます。今、いろいろ各委員の皆さんからお話しいただきましたの

で、私からは繰り返しになりますけれども、やはり今回の課題、大きいところでは初期対応、そ

れから組織的対応というところだと思っています。 

  あと、これは谷元委員からお話を聞いたほうがいいのかもしれないのですけれども、そもそも

論でいくと、先ほどデータにもありましたが、ほとんどのいじめというのは、しっかり学校現場

で対処して解決に至っているという実情がありながら、不適切な対応とは限りませんが、一部十

分な対応ができていないことによって、重大事態につながっていくとか、子どもによっては不登

校のほうに逃げざるを得ないというような状況が生じてきているなというのは日々感じています。

その中でいきますと、何らかの兆候がどこかで多分出ているはずなので、それをいかに先生方が

キャッチするかという、いわゆる児童生徒理解と言われるような部分の、日々の先生、例えば学

級担任が子どもたちをどう看取っているか、あるいはその子の背景、この子にはこんな背景があ
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るよねとか、この子ちょっとこんな課題があるねということが、学級担任だけではなくて、学年

団、あるいは学校として共有をしっかりできているかどうか、そういったようなところが、結局、

初期対応、組織的対応というところができているかできていないかというところにもつながって

いるのかなということがあります。そういう意味では、私自身はやっぱり学校現場の先生を信じ

ていますし、信じたいという思いも相当持っていますけれども、適切に対処できていない事案ば

かり教育委員会に上がってくるところもあって、なぜ適切に対処できないのかなというところの

部分でいきますと、そもそもの子どもに対しての理解、思いのはせ方の部分で弱いところがある

のかなとか、あるいは人権課題というか、人権意識の問題ですとか、そういったところ、これっ

てなかなかすぐに身につくようなものでもないと思いますが、そういったあたり、現場の先生方

の子どもの理解の部分ですね、そのあたりをどのように高めていくのがいいのかというところを、

谷元委員にぜひ現場経験からお話しいただけたらと思うのですが。 

○伏見市長 谷元委員どうですか、現場のご経験から、意見をいただければと思います。 

○谷元委員 どうやって早期発見するかということについては、これといった手だてというのは浮

かびません。ただ、一番重要なのは、先生同士の日々のコミュニケーションですね。例えば、学

年が合同で体育であるとか、何かしたときに、担任以外の先生がそのクラスをどんなふうに見る

かということによって、気づきというのが生まれてくると思うんです。学校はどうしても小学校

には学級担任の先生、中学校は担任以外の先生、教科担任が見ていくので、その辺、気づきはま

た違った意味であると思うんですけれども、小学校はどちらかというと閉鎖的なところがありま

す。なので、担外の先生、例えば音楽の専科の先生であったり、子どもがおなかが痛いと言って

保健室に行ったら保健室の先生が話を聞いて、これちょっとおかしいなと感じたときに担任に話

すとか、学年でその辺を十分話ししたり、学校の中で教職員の同僚性が高まってくると、非常に

情報としては入ってくる率が高いんじゃないかなというふうに思います。 

  ただ、どうしてもいじめというものを見落としがちです。小学校で多いのは学級崩壊的なもの

ですね、これが起きてくると、何か子どもたちは落ち着かない。そうすると、どこかで子どもた

ちがイライラから誰かに当たったりとか、そういったこともやっぱり出てくる。担任の先生は、

それはなかなか言いにくいといいますか、抱え込んでしまう。そうならないように、とにかく学

年ではコミュニケーションをとりながらいろいろなことを話し合ったり、学校で子どもの様子な

どを話し合ったりしなきゃいけないと思います。ここ何年かでいじめが増えているという問題の

１つに、コロナでマスクをずっとしたまま学校生活を過ごしていることも関係していると思いま

す。先生にとって、子どもの表情というのは見えにくい状況が生まれたんじゃないかなというの

は思います。そのせいだけではないんですけれども、それもあったのではないかと思います。で

は、その辺を今後、マスクなしの生活になって、どんなふうな看取りをしていきながらキャッチ

していくかということが非常に大事な点にもなってくるだろうなというふうに思います。 

  そういう意味では、いじめに対しての研修といいますか、先ほど近藤委員が言われたように、

より実践的な研修を教職員がしていく必要があるかなというふうに思います。先ほど私も、学校

のほうでいじめ防止基本方針とかが形骸化しているんじゃないかなということを言いましたけれ

ども、学校は校内研修をはじめとする多種多様な研修が日常的に行われて、校内だけではなくて、
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校外でも教職員研修や公開授業などの多くの研修に教員は参加し、日々、授業力や生徒指導力な

どを身につける実践的な研修と、講義として受けるような講義的な研修に取り組んでいます。も

ちろん生徒指導担当の先生は、いじめ防止の研修、それから不登校児童生徒への支援実践研修な

ど、また管理マニュアルや学校防災マニュアル、本当に多くのマニュアル、手引きが存在し、研

鑽に努めているところではあります。 

  いじめの研修に関してももっと実践的な研修を、例えば先生自身、先ほど中西委員が言われた

ように、自分のこともあるんですけれども、今まで指導してきた中で経験した過去のいじめの事

例をお互いに出し合って、語り合って、課題意識、あるいは在籍する学校のいじめ対策につなげ

たりと、いじめを未然に防ぐための校内ネットワークを構築したりするのを、今まで以上に実践

的な研修の充実を先生たち自身で考えて、受けるだけの研修だけじゃなくて、自分たち自らがコ

ミュニケーションをとりながら、そういう研修の充実を図ってもらいたいというふうに思います。 

  教育委員会の指導主事も、いじめや不登校に関する研修の講師として学校に出向いて、直接現

場の先生方に指導に行く機会がもっと多くなれば、学校の現状も把握できますし、指導主事の指

導力や実践力ももっと身につくというふうに思います。指導主事の指導力が養われてくると、学

校からの要望も出てくると思いますので、そういったものに応じた専門的な知見を持った講師を

紹介することもできますので、どんどん活用してもらいたいなというふうに思っています。 

○伏見市長 ありがとうございます。教育長、よろしいですか。 

○尾川教育長 はい、ありがとうございます。 

○伏見市長 今、谷元委員からのご意見ですけれども、やはり先生同士の日々のコミュニケーショ

ンが大事ということで、お伺いしているとそうだなというふうに思いますし、先ほど橋野委員か

らもありましたけれども、担任以外の目とか、これは学校内外含めてですが、そういういろいろ

な目があって、それがコミュニケーションしていれば気づけるということじゃないかなというふ

うに思います。 

  それから、研修ですね、実践的な研修が必要ということで、そのとおりだなと思います。これ

が実態としては、しっかりできている、研修を通して身につけられている先生方もおられるでし

ょうし、組織的な対応ができる学校もあれば、できていない学校もあるのが現実かなというふう

に思っています。全学校がそういう対応ができるようにするためには、やはりルールづくりとか、

マニュアルとか、既にある法令、それからガイドライン等のルールをしっかりと身につけていた

だく必要があるということで、それで研修ということになるんだと思いますけれども、ただ、現

状、周りに一定のルールが既にあり、マニュアル等はこれから作っていただくというようなお話

ですけれども、さらに強化していく必要があると思っています。また、私が非常に気になるとい

うか、やっていかないといけないのは、それでも今重大事態が発生している中で、長期間いじめ

の状態が続いてしまうという実態をいち早く食い止める必要があるという中で、私としては、学

校、教育委員会だけじゃなくて、市長部局として、いじめを止めるための方策を打っていく必要

があるんじゃないかというふうに考えまして、今検討してもらっているんですけれども、どうで

しょうか、このことについては。 

  私は、いじめがあるという通報の窓口を市長部局につくって、それがあったらすぐにいじめを
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止めるということを我々としてやっていくべきだと思いまして、その対応については、子どもた

ちの人間関係とか、それからコミュニケーションが必要だと思うので、そこのところは学校の現

場でやっていただく必要があると思いますけれども、こういうことについて、もしご意見があれ

ばお伺いできればなと思います。 

○近藤委員 今回の案件におきましては、先ほどの言葉で言うと、教育的アプローチという言葉を

使わせていただきましたけれども、従来の学校と教育委員会が協力をして事の解決に当たる、教

育的アプローチの一番のメリットというのは、当然被害者も加害者も、教育的指導をもって解決

を図るということから被害者の救済は無論で、加害の子も指導していくことだと思いますが、こ

れ、いかんせんすごく時間がかかっていくというのが今回の事例なのかなと思います。今回、時

間がかかったがゆえに、被害生徒、保護者にはさらに多大な心労をかける結果になったというの

が現状かなと思います。 

  先ほど資料の説明が位田部長からありましたが、その中でも、令和３年小学校、中学校のいじ

めの認知件数は、これは積極的介入ということで急激に増えていますが、合わせて１，６１５件

となっており、違う資料で見ますと、令和４年の２学期の段階で２，３６０件と、もう去年の約

１．５倍となっております。先ほども言ったとおり、認知件数が増えることがだめではなくて、

積極的に認知しているということを表すならば、一定のパーセンテージで重大化する確率がある

というのも資料の中で示されていたようでございますが、令和４年度末の件数としては、さらに

増えてくる確率は非常に高いというようにも思います。 

  現実、いじめ事案は、学校と教育委員会にておおむね９０％、あるいは９０数％の解決ができ

ている現状もあるんですが、冒頭、伏見市長よりお話がありました、平成26年度以降、令和３年

まで８件であったものが、単年度、令和４年でもう５件と、もう異常なスピードで、いじめ重大

事態のフェーズが全然変わってしまったんじゃないかなというように感じております。さらなる

抜本的な初動体制のいじめ認知の強化策、解決速度、解決策、事案に対する教育アプローチ以外

のアプローチも必要というように感じております。 

  他市の事例で見るところで言うと、教育的アプローチの１つ先に、先ほど市長が言っていただ

いた行政のほうでのアプローチというものも必要になるのかなと、これは考える時期であろうと

いうふうに考えております。 

  以上です。 

○伏見市長 ありがとうございました。行政的アプローチと教育的アプローチということで、４月

からこども家庭庁ですけども、文部科学省のほうからもそういったアプローチが示されていると

ころもありますので、私もそういう行政的アプローチというのも必要じゃないかなというふうに

考えています。 

  その他、何かご意見ございますか。 

○尾川教育長 ありがとうございます。今近藤委員からもご指摘いただいたような行政的アプロー

チのほかに、令和５年度からSNSの相談ですとか、「ぽーち」という新しいシステムで子どもた

ちの心の状況を看取っていくと、そういったような取り組みも子ども未来部を中心に進めていた

だいているということもありますので、そういったところで、いろいろな情報をキャッチしてい
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くということも必要かなというふうには思っています。 

  あとは、やはり先ほど中西委員、橋野委員からもお話ありましたように、本来、学校教育なの

で学校で学ぶというのが前提ではあるんですけれども、不登校の問題も含めて、子どもたちの逃

げ場といいますか、それをいかに確保していくかというところが大事なのかなと。これは立場上、

私があまり学校以外の逃げ場というのを一生懸命言うのもおかしな話なんですが、とはいえ、つ

らい思いをしながら学校に絶対行かなきゃいけないと思わせてしまうというところが、子どもた

ちをどんどん追い込んでしまうんじゃないかなというところもあります。例えば社会人になって

しまえば、自分でいろんな好きなことができますし、企業であれば会社を変えるとか、選択肢が

いっぱいあるんですけれど、学校っていうのは、転校というのが唯一ありますけど、変わっても

学校は学校なので、そうなるとやっぱり逃げ場がない。今はフリースクールとか、いろいろな手

段もあるので、そういったところの紹介も昨年の夏から、教育委員会としても不登校支援ガイド

などを作って、そういった情報提供からまず始めさせていただくような取り組みを進めてはいま

す。けれども、まだまだ今の不登校の件数などを見ても不十分だなという気持ちは持っておりま

して、こういう不登校対策も含めて、進めていく必要があると思っています。あとは、例えば国

のほうで出ています不登校特例校については、以前から市長からも検討してみてはどうかとお話

をいただいておりますけれども、そういったようなことも含めて、検討は必要なのかなというふ

うには思っています。 

  不登校特例校というのは、結局今の学校教育とは違う、例えば京都の、名前を忘れてしまいま

したが、不登校特例校なんかは、自由に自分でカリキュラムを作って学べるというような形にな

っていたりとか、フリースクールとかでもよくある話だと思うんですけれども、今の個別最適と

か協働的な学びという中のさらに進めたようなイメージ、自分でカリキュラムを作っていく部分

もあったりします。そういった取り組みも含めてやっていくというような、フリースクールをも

っと進めていきましょうという流れにはなっており、議員立法で教育機会確保法というのができ

ています。やっぱり不登校っていう名前自体がどうなのかなと思うところもあり、教育機会をど

うやって子どもたちに確保していくかという流れの中で、不登校対策であったり、いじめ対策と

いう部分で、子どもたちの逃げ場づくりをしていく必要があると思います。いじめであれば、本

来、被害側が逃げるというのはおかしな話なんで、加害を止めるというのがまずあるべき話では

あるんですけれども、一時避難的な部分でいきますと、先ほど中西委員がおっしゃったように、

部活動とか、一旦まずちょっと逃げる、学校に行かなくてもいいとか、そういう場、緊急避難す

る場というのが本当に必要なんじゃないかと思います。そうしないとさらにひどい事案になって

しまうということが当然あり得ますので、教育委員会としてやるという意味では、そういった逃

げ場づくりというのも大事というふうに思います。先ほどの児童生徒理解という話もありました

が、子どもたちの気持ちの逃げ場として、一番は先生方が話を聞くという、そもそも論が必要だ

とは思うんですけれども、ただ、なかなか話を聞く時間がとれないというのが現場の先生方の困

り感の大きなところにもなっているかなと思います。だから、そこは働き方改革とセットで進め

る必要があると思います。先ほど近藤委員もおっしゃっていましたが、チェックシートみたいな

のをつくればいいんですけれど、マニュアルを作って、どんどん作るばっかりで、機能してなか
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ったら意味ないですし、作っても、それを守ることに一生懸命になり過ぎて、本来の子どもが置

き去りになっても意味がないので、そのあたりをいかに、簡潔に効果的にやっていくかが大事と

いうふうには考えております。すみません、ちょっと長々とまとまりがないんですが、そんなよ

うなことを今考えているという状況です。 

○伏見市長 今教育長のほうから、特に不登校の話についてお話しいただきましたけれども、その

前にというか、最後になりますけれど、いじめの早期解決ですね、これについてご意見、もしあ

ればおっしゃっていただければと思います。 

○中西委員 私のいじめのことに関しては、母親に言ってもらったときのように、やっぱり担任の

先生に話を聞いてもらう。今回もそうですけど、部活動の顧問の先生も、いじめられた被害側の

子に寄り添ってあげる、聞いてあげる、とにかく聞いてあげるということが、もちろん学校の現

場の先生は業務が大変で、それ以外のこともやらなくちゃいけなくて大変だとは思うんですけれ

ど、まずはとにかく聞いてあげるということが大事だと思うので、それは被害生徒本人もヘルプ

を出しているので、先生方にとにかく聞く力というか、聞いてもらえるようにしてもらいたいな

と思っています。 

○伏見市長 そうですね、やっぱり初動のところと、だけど初動だけでもだめなわけですけれど、

まずはやっぱり初動をしっかりとしていかないといけない。子どもにいじめられている兆候があ

れば、まずは子どもの声を聞いて、ずっと不安なわけですからね。だから、そこの初動のところ

と、その後、どういうふうにそれを改善していくかということをやっていかないといけないです

ね。 

○橋野委員 私は結構学校訪問のほうをさせていただいていて、中学校で３名の弁護士さんを学校

に招いた事例を聞きました。その中では、事前にアンケートをとったり、先生方と打ち合わせを

されてから、いじめが法に触れることや、14歳は法律で子ども扱いにはならないことを子どもた

ちに伝えると、子どもたちも「ああ、そうか」、嫌なことされたら法律にも触れるんだというの

を勉強させる学校もあって、班で話し合ったり、意見をまとめて発表したそうです。アンケート

の中には、暴言はだめなんだというのを言われた子どももいて、暴言はだめなのを分かっていて

も、中学生ぐらいになると調子に乗ってじゃないですけれど、やっぱり言ってしまう子もいると

いう現状を、どう制止するのか、嫌な気持ちになった子もいるんだということを分かった上で、

子どもたちがしっかり心に響く授業をされている学校もあります。 

○伏見市長 子どもにとってみれば、もう分からないことだらけで、我慢したらいけないところで

我慢してしまったり、抱え込んでしまったり、相手が悪いのに自分が悪いんじゃないかとか、そ

ういう自分だけで考えてしまうということというのは起こりがちだと思うので、そういった子ど

もたちに対しての教育というか、権利というか、そういうことも学ぶ機会があれば、言うべきと

ころは言うっていう、そういうことも必要なのかもしれませんね。 

  ほかにいかがですか。 

  そうしましたら、いじめ重大事態については、一定ご意見を交換できたかなというふうに思い

ますので、不登校について、時間も限られていますが、先ほど教育長からご意見もありましたし、

本日、資料も出ておりますので、ここのところでご意見ございましたら、いただければと思いま
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す。いかがでしょうか。 

○近藤委員 不登校、先ほど非常に長期化するデータが示されて、１か月とは言わず９０日を超え

る方が増えていると。１つのいい事例ですけれども、学校の不登校というよりも入院された方が

いらっしゃって、私に駆け寄ってこられて、「助かったんです、おかげさまで」と。ＩＣＴが行

き届いた中で、中学校の大事な時期に３か月入院する必要があったと。ＩＣＴを使っての学習が

できて、学校に戻ることに関しては非常にスムーズに戻れたというようなことがあって、それは

ＩＣＴをこういった形で早くにシステム化していただいた施策のおかげということで、お礼を言

ってこられました。 

  それは全く関係のない話で、ご案内だけさせていただきましたけれども、不登校の１つ手前っ

て、実は「不」じゃなくて「苦しい登校」、「苦登校」の子はいっぱいいるでしょうねと。苦し

い登校の「苦登校」の子の理由というのが、１つは例えばいじめであったり、人間関係であった

り、友達ともめている。もめている程度であればいじめには至らないところ。あるいは勉強が分

からない。不登校の理由っていろいろあるけれども、いじめが全部原因ではなくて、何となく行

けないとか、冒頭に意見出ておりましたが、コロナの３年間でマスクをかけることを含めて、も

う全く社会活動が止まってしまった時期もあって、子どもの気持ちとして、学校の中で楽しめる

ものがどんどん奪われてしまって、そういった環境もあった中で心の曇りが現れて学校に来られ

なくなる方が実は一番多いのかなというように思っています。 

  エビデンスがとれているわけではないのですが、何となくというのが実は一番多くて、何とな

くが一番たちが悪くて、先ほど中西委員おっしゃったとおり、私の場合はということで、これで

頑張ろうって思える瞬間、そこでは自分を認める、自己肯定感が上がる場面をどう作っていって

あげるか。あるいは、先ほど教育長おっしゃったとおりで、逃げ場というところをどういう形で

担保してあげるか。学校に来られないのであれば、せめてここには来られるという場をどう作る

か、いわゆる社会と縁が切れない形をどう担保していってあげるかというのが子どもの成長には

不可欠で、すごく大切なことなんだろうなというふうに思っております。 

  延々としゃべっても仕方がないので、そんなところで、まずは「苦登校」の子どもたちを減ら

していく施策というのを、いろいろとまた考えていかないとだめというように思っております。 

  以上です。 

○伏見市長 ありがとうございました。近藤委員から「苦登校」という言葉が出ましたけれども、

やはり学校になじめないというか、それは子どもが悪いのかというと、決して私はそうじゃない

と思いますし、やはり学校の中にいろいろな子どもたちの居場所があるということであれば、そ

ういう「苦登校」ということもなくなるんでしょうけれども、現状、これだけ不登校の子どもた

ちがいるということは、やはり子どもの居場所がないと捉えなければならないんじゃないかなと

いうふうに思います。多様性をしっかりと受け止められる、そういう学校になっていかなければ

ならないんじゃないかと私は思います。 

  その他、ご意見ございますか。 

○橋野委員 心の教室や、別室登校なら学校に来られる子どもも結構いるので、放課後、保護者と

一緒に来られるケースもあるそうで、学校に自分の居場所があるというのを認識できるように、
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学校に来てもらって、チャンスと考えておられる校長先生もおられました。 

  小学校で不登校になって、中学校から学校に行けるかもしれないというチャンスのときに、中

学校に見学に行かれて、学校を案内して、安心して学校に来てもらえるように、小中連携として

の対策をとっていただいている学校もありました。４月から学校に行けるようになってほしいと

思っています。 

  以上です。 

○伏見市長 ありがとうございました。 

  その他、いかがでしょうか。 

○谷元委員 いじめと不登校というのは非常に密接な関係があって、いじめられたことで不登校に

なる。不登校になっている子に話を聞くと、ちょっと嫌なことがあったというふうなことがよく

あるんですね。 

  心理学者の人がこんなふうに言っているということを聞いて、私もびっくりしたことがあるん

ですけれども、心理学者の澤田匡人という人が、規範意識が高い集団ほどいじめが起きやすいと

いうことを指摘されています。  脳科学者の中野信子氏が著書の中で、そのことについて書か

れています。 

規範意識が高い集団とは、その集団には集団の決まりがあって、それを守らなければならない

という気持ちが強いということです。規範はその集団を維持するための決まりですから、これを

どのようにして守るかは集団の存続に関わります。規範意識が高ければ、その集団はきちんとし

ていて、統制がとれており、端から見てもよい集団であり、はみ出し者、集団の目的を乱す者を

許さないわけですから、集団を構成する個々人にとってよい集団であると思われがちです。とこ

ろが、この規範意識が高い集団は、当然規範を守るための方策が必要になってきます。その規範

を守る方策が誤った方向に進むと、制裁を加えたり、排除の方向に進んだりするわけです。誰も

がいじめは決してよいことではないし、やってはいけないことだという意識を持っているのに、

集団の中で逸脱した人を排除しようとするいじめが起こるのです、と述べておられます。その後、

いじめが原因で、不登校になる子も出てくるのではないかと思います。 

  私はこれを聞いて、学校経験者としては、学校は子どもたちが日々集団生活を過ごしている場

ですから、規範意識を高める取り組み、例えば学校の決まり、中学校なんかは校則ですよね、学

習規律などが存在します。多様性の時代と言われる近年において、学校が規範意識を高めること

に一生懸命になり過ぎると、それを守れない子、できない子をからかったりとか、非難したりと

か、ひどくなると排除しようとする行為が起きてしまうと。これがいじめにつながるというふう

に言われているんですね。そうではなくて、先ほど橋野委員も言われたように、学校はルールを

守れない子とか、できない子にどう寄り添うべきか。学校と家庭が連携して、子ども一人ひとり

の個性を知って、個性を受け入れて、個性をどのように伸ばせばよいのかというのを、人権尊重

の精神でもう一度考えるべきときが来ているのかなというふうに思います。 

  今言いましたように学校も多様性の時代になってきており、今まではこれが絶対よかったとか、

あるいはこうあるべきだということで、学校というのは存在しているところが多かったのですけ

れども、今後、いじめ防止のひとつとして、弱い立場の子どもたちにどんなふうに寄り添えるか
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を問われていると思います。先生はもちろんですが、保護者や地域の方が寄り添えるかというこ

とにも関わってくるのかなというふうに感じています。 

  以上です。 

○伏見市長 ありがとうございます。規範意識の高い集団はいじめが起こりやすいというお話もご

ざいました。非常に参考になるなと。いろいろな校則なんかも、長年同じ校則がずっと存在して

いるということもありますので、こういうものの見直しも必要なんじゃないかなというふうに思

います。いじめの全てが校則から起こっているわけじゃないので、これは１つの事象であるとは

思うんですけれども、そういうことを含めて、日本社会自体がいわば規範意識が高いと思うので、

コロナでもよく分かりましたけども、いじめが起こりやすい場面というのはよくあるのかなと。

それだけに、担任の先生、そのほかですね、いろいろな目で見ていかないといけないなというふ

うに感じました。 

  他にどうでしょうか。 

  今日はいじめの重大事態についての意見交換ということで、いじめ、そして、それに関係する

不登校の話を皆さんにご意見等をいただきました。今回、この総合教育会議で何を決めるという

ことではない、意見交換ということでさせていただきましたので、今日何を決定するわけではあ

りませんけれども、皆さんのご意見等をお聞かせいただきまして、私としては、今回の具体的な

いじめの事案があって、それを通して、学校の初期対応、こういうところでよく問題が起こって

いるとか、それから、組織的な対応が十分にできていないとか、様々な問題を皆さんからもご指

摘いただきましたので、さらにしっかりと分析をして、対応策を検討していきたいというふうに

思います。市長部局のほうでいじめを早く止めていくということについても、体制を整備してい

くということも考えていきたいなというふうに思います。 

  今日、皆さんからいただいたご意見を踏まえまして、今後いじめ対策を検討していきたいと思

いますので、今後もよろしくお願いしたいと思います。 

  それでは、今日の総合教育会議はこれで閉会とさせていただきます。 

  どうもありがとうございました。 

 

 

 

 


